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安
倍
晋
三
首
相
が
28
日
、
辞
意
を
表
明
し
た
こ
と
を

受
け
、
本
村
伸
子
衆
院
議
員
は
29
日
、
江
上
博
之
名
古

屋
市
議
ら
と
名
古
屋
市
内
で
宣
伝
し
ま
し
た
。 

 

本
村
議
員
は
、
安
倍
総
理
の
健
康
回
復
を
願
う
こ
と

を
表
明
し
つ
つ
、
「
安
倍
政
治
の
間
違
っ
た
政
治
を
市

民
と
野
党
の
力
で
変
え
て
い
く
契
機
と
し
た
い
。
臨
時

国
会
を
速
や
か
に
開
き
、
新
し
い
首
相
が
決
ま
っ
た
の

ち
に
は
本
会
議
、
予
算
委
員
会
で
本
格
的
な
議
論
を
行

う
こ
と
を
求
め
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

本
村
議
員
は
、
安
倍
自
公
政
権
の
下
で
、
２
度
の
消

費
税
増
税
、
沖
縄
の
辺
野
古
基
地
建
設
、
愛
知
で
最
終

組
み
立
て
を
す
る
Ｆ
35
戦
闘
機
の
「
爆
買
い
」、
数
々

の
デ
ー
タ
隠
し
や
改
ざ
ん
、
ね
つ
造
、
集
団
的
自
衛
権

行
使
容
認
、
安
保
法
制
強
行
な
ど
数
々
の
憲
法
違
反

で
、
政
治
が
壊
さ
れ
て
き
た
と
批
判
し
、
ま
と
も
な
政

治
の
実
現
へ
、
個
人
の
尊
厳
が
大
切
に
さ
れ
る
日
本
国

憲
法
を
誠
実
に
守
る
政
治
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。 

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
を
め
ぐ
り
、
名
古
屋
市
内
で
陽

性
で
も
入
院
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
病
院
は

軒
並
み
減
収
で
ボ
ー
ナ
ス
が
出
る
か
ど
う
か
分
か
ら

ず
、
希
望
が
持
て
な
く
な
っ
て
い
る
な
ど
の
状
況
を
紹

介
し
、
背
景
に
安
倍
内
閣
が
進
め
て
き
た
公
務
員
削

すみやかに臨時国会を開催し新首相のもと十分

な審議を  ―志位委員長が記者会見 
 

 日本共産党の志位和夫委員長は２８日、安倍晋三首相の辞意表明を

受けて国会内で記者会見し、次のようにコメントしました。 

 一、病気が理由での辞任ということですから、これはやむを得ない

と考えます。じっくりと治療され、健康を回復されることを願ってい

ます。 

 一、国政は、コロナ対応をはじめ、一刻の空白あるいは遅滞も許さ

れないことはいうまでもありません。 

 ですから、速やかに臨時国会を開催し、後継首相を指名し、新首相

のもとで、衆参の代表質問、予算委員会をしっかり行う、そして国政

の基本問題についての十分な審議を行うことを強く求めたい。 

 一、わが党としては、７年８カ月の安倍政権に対して、あらゆる分

野で正面から対決してたたかってきました。今後も市民と野党の共闘

の力で、自民党政治の抜本的な転換を求めてたたかっていきたいと決

意しています。 

 

減
、
病
院
リ
ス
ト
ラ
の
政
治
が
あ
る
こ
と
を

批
判
し
ま
し
た
。 

◇ 

 

江
上
市
議
は
、
安
倍
総
理
の
辞
任
表
明
を

受
け
て
河
村
市
長
が
、「
憲
法
改
正
を
提
案
で

き
ず
に
悔
し
か
っ
た
と
思
う
」
と
最
初
に
コ

メ
ン
ト
し
た
こ
と
に
対
し
、「
市
民
の
代
表
と

し
て
国
と
一
緒
に
ま
ず
コ
ロ
ナ
を
抑
え
る
た

め
に
力
を
尽
く
す
と
い
う
べ
き
だ
っ
た
」
と

批
判
し
ま
し
た
。
ま
た
、
河
村
市
長
が
進
め

る
愛
知
県
知
事
リ
コ
ー
ル
運
動
の
背
景
に
、

市
長
が
南
京
大
虐
殺
は
な
か
っ
た
な
ど
歴
史

の
偽
造
の
考
え
が
あ
る
と
述
べ
、
侵
略
戦
争

に
反
対
し
て
き
た
政
党
と
し
て
、
表
現
の
自

由
を
守
る
立
場
で
リ
コ
ー
ル
に
反
対
す
る
と

表
明
し
ま
し
た
。 

 

急
な
取
り
組
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
赤
旗

に
織
り
込
ま
れ
た
チ
ラ
シ
な
ど
を
見
て
40

人
ほ
ど
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、
本
村
議
員
ら

の
訴
え
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。 


